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(1)  国家図書館蔵敦煌文献の構成や整理の状況，編番号については，方広錩 2013に詳
しい． 













BD16376［『国家遺書』第 146 巻, p. 123］  
                                                                                                                                              
(2)  藤枝 1943, pp. 72-76；森安 1980, pp. 324-326；張広達・栄新江 1982［2008, pp. 32-33］；
栄新江 1994, pp. 111-117；張広達・栄新江 1999［2008, pp. 300-302］；栄新江・朱麗
双 2013, pp. 153-181などを参照．  
敦煌三界寺僧道真とコータン王家 201 
２．文書の基礎情報・テキスト・語注 
 『国家遺書』第 146巻の巻末にある「條記目録」pp. 57-58によれば，BD16376
は BD12522の編番号を持つ経帙の裏に，表装紙として二次利用されていたと
ある．文書の寸法は縦 31.1 cm × 横 30.7 cm，右端が欠損している．印影や紙
裏の情報は無い．行数は 14 行，4～6 行目に加筆修正の跡がある．本来，4





  〔 前  欠 〕 
 1   寶軆  何  似．［          
（伏惟，順［または以］時倍加）
］(3) 
 2   保重，遠情所望．近者，人使至府，具審 
 3   公主・宰相康寧．更乃遠(4)賜  華緘 恵流 
 4   厚禮，感銘之至，倍積情悰．(5)押衙石千達来時言道(6)，發 
 5 遣金一両，在當宅信内，後大娘子邊(7)得金六銭半． 
 6   擬欲造艶之間，實少不足若也．更望西来路遙難 
 7   侍．
（待）
昨七月内，向人轉貸金造艶．伏望 
 8   公主・宰相知暁．今合獻 
 9   上信儀，蓋為走馬通報附送莫及．謹奉状 
10   起居，陳 
11   謝．伏惟 
12   照察．謹状． 
                                                                                                                                              
(3) 「條記目録」p. 57は「寶」以下を釈読していない． 
(4) 「條記目録」p. 57は「遠」を「速」と読む． 
(5)  本来は「押衙石千達」の直前に「某」とあったが，これを抹消している． 
(6) 「條記目録」p. 57は「道」を「通」と読む． 
(7) 「條記目録」p. 57 では「邊」と「得」の間に 1 文字（未読）あるとするが，図版
からは確認できない． 
赤 木 崇 敏 202 
13          八月 日．釋門僧正賜紫 道真 等 状上． 


























                                                                                                                                              










  ①無事を喜ぶ表現「伏惟〈受信者〉尊體起居萬福」 
  ②発信者が状態を尋ねる表現「即日〈発信者〉蒙恩，不審近日尊體
何似」 










 以上をまとめれば，おそらく本文書には 3行分の欠落があり，冒頭部分は， 
  仲秋□□，伏惟， 
  公主・宰相寶體 
  起居萬福．即日道真等蒙恩，不審近日 
  寶軆何似．伏惟，順［以］時倍加 〔本文書 1行目〕 
  保重，遠情所望．……．  〔本文書 2行目〕 
  仲秋……のみぎり，公主様・宰相様はご健勝のことと存じます．日頃道
真はお世話になっておりますが，近頃は公主様・宰相様のご機嫌がいか











（910～914 年）において宰相が置かれたが(10)，それ以前そして 914 年以降
に曹氏一族が節度使となってからは，帰義軍政権で宰相の称号は使用されて
いない．しかし，西ウイグル王国(11)，甘州ウイグル王国(12)，コータン王国(13)，
                                                                                                                                              
(9)  10世紀の敦煌および周辺地域の公主号については，坂尻 2014, pp. 61-62を参照． 





［『英蔵敦煌』11, p. 108；張広達・栄新江 1989, pp. 24, 28-30］には，可汗を補佐す
る官僚として宰相・達干・都督・勅使・薩温・梅録・荘使・地略の称号が見える． 
(12) 例えば，甘州ウイグルとの友好関係を築くために 943年に節度使曹元徳（在位 935
～939年）がウイグル宰相たちに宛てた漢文の手紙草稿 P.2992v(1)「帰義軍節度兵
馬留後使検校司徒兼御史大夫曹上迴鶻衆宰相状稿」［『真蹟釈録』4, pp. 391-392；
森安 1980, pp. 318-320；栄新江 1996, pp. 334-335］がある．また，967年に曹元忠
（在位 944～974年）から甘州ウイグル可汗に宛てた，両国間の同盟に関する礼状
の草稿 P.3272v「丁卯年正月廿四日甘州使頭閻物成去時書本」［『真蹟釈録』4, p. 
411；赤木 2006, pp. 83-84］や，同年に甘州ウイグルが粛州方面を侵略した件につ
いて粛州司徒・曹延恭が曹元忠に報告したチベット語文書 P.tib.1189［赤木 2006, pp. 
78-80, 84］には，甘州ウイグルの宰相（tib. blon po）について言及している．  
(13) コータン宰相による漢文祈願文 P.2812「于闐宰相礼仏文」［『法蔵敦煌』18, pp. 
349-350］がある．また，天福 10年（945）にコータンの使節団が奉納した仏画 P.2026v











る例がある(15)．一方で押衙は ïmγa / amγa / ilïmγaとしてウイグル語にもあり，
西ウイグルのマニ教寺院経営令規文書には ilïmγa totoq（財務都督）が現れ，
11世紀のカーシュガリーの辞書にも imγa / ïmγa（財務官，収入役，徴税官），
elimγa / elïmγa（君主のトルコ語文書担当官，書記，秘書）が見える［Sims- 
Williams & Hamilton 1990, pp. 28-29；森安 1991, p. 89］．しかし，敦煌に往来
する西ウイグル・甘州ウイグルの使者で，都督の号を帯びる者はいるが押衙
は見当たらない(16)．そのため，石千達はコータンからの使者と考えられる． 










蹟釈録』4, pp. 501-502］には，南山部落の人物として述丹宰相の名前がある．  
(15) Dx.1265+Dx.1457「沙州某人上于闐押衙張郎等状」［『俄蔵敦煌』8, p. 43］には「于
闐押押（衙）張郎」が，Dx.6069「天寿二年九月新婦小娘子陰氏上于闐公主状」［『俄
蔵敦煌』8, p. 144；張広達・栄新江 1999＝2008, p. 296］にコータンの使者「押衙安
山胡」が，また上掲脚注 13にも挙げた P.2026v「于闐班上監供養仏像等」には宰相
と並んで「都衙」（都押衙の略．押衙を束ねる軍事・行政の要職）が現れる． 
(16) 例えば P.2992v(3)「兄大王曹議金致弟甘州迴鶻順化可汗状」［『真蹟釈録』4, p. 395；
赤 木 崇 敏 206 








3, p. 416）） 
②「油伍勝，於央生婦邊買鐵鍱佛艶用」（同上；『真蹟釈録』3, p. 418） 
③「豆参碩伍 ，買鐵鍱佛艶用」（P.2032v「後晋時代浄土寺諸色入破暦
算会稿」；『真蹟釈録』3, p. 503） 
④「豆一石五斗，史都料・打佛艶手工用」（P.3234v(7)「年代不明（10世





の火焔状の光背（火焔光）の図案や浮彫を指す［黒維強 2010, pp. 299-300］． 
 本文書に見える「造艶之間」も道真という仏僧が関与しているため，おそ
らくは火焰光や仏座を設置した仏間の造営を意味し，それにあたってコータ
                                                                                                                                              
森安 1980, pp. 316-317］には「突律似都督」が現れる．なお，P.4640「己未年～辛酉
年（899～901）帰義軍衙内用用紙布暦」に「甘州押衙宋彦暉」［『真蹟釈録』3, p. 262］，
「甘州使押衙王保安」［『真蹟釈録』3, p. 268］という人物が現れるが，彼らは帰義
軍政権の押衙で甘州への使者に充てられた人物である［cf. 馮培紅 1997, p. 105］． 
(17) 釘鍱については，張小豔 2013, pp. 340-343を参照. 
(18) 塑師・羅筋匠・染布匠については，馬徳 1997, pp. 6-7, 18-19；鄭炳林 1997, pp. 
259-260, 262を参照． 



















沙 1961＝2002, pp. 386, 402］． 
 13行目「道真」：彼の事績については本文書の年代と併せて次節で述べる． 









                                                                                                                                              
(20) 彼の事績については，竺沙 1961［2002, pp. 375-377］；竺沙 1992, pp. 599-602［2002, 









煕 2年（985），そして同 4年（987）の 3期に大別できる．  
年月 授戒師名 出典 
964年正月 受戒師釋門僧正講論大法師賜紫道真 P.2994, P.3392, P.3414 
964年 5・9月 受戒師主釋門僧正賜紫道真 S.532(1), S.532(2), P.3238,  P.3320 
965年正月 
受戒師主釋門僧政賜紫道真 P.3455, S.532(3) 
受戒師主釋門賜紫道真 P.3143 
受戒師主釋門僧正臨壇賜紫道真 S.347 
965年 9月 受戒師主釋門僧政賜紫沙門道真 S.5313 
966年正月 授戒師主釋門僧正賜紫沙門道真 S.4844 
乾徳某年 5月 
(963～968年) 受戒師主釋門僧正賜紫道真 P.3482 
982年正月・5月 受戒師主沙(釋)門道真 S.330(4), S.330(6), S.330(3), P.3203 
983年正月 受戒師主沙(釋)門道真 P.3207, P.3206, P.3439(1), P.3439(2), P.3439(3) 
984年正月 受戒師主沙(釋)門道真 S.2448, S.330(2), S.330(5), S.1183 
太平興国某年 
(976～984年) 受戒師主釋門道真 P.4959 
985年 5月 受戒師主沙(釋)門道真 S.330(1), P.3483, S.4115 
987年 5月 傳戒師主都僧録大師賜紫沙門道真 S.4915 
道真授与の戒牒一覧(21) 
                                                                                                                                              
































                                                                                                                                              
内容面から道真の手による可能性が高い．同じく道真の授与戒牒をまとめた竺沙
1992, p. 600［2002, 補編 p. 65］に従い本表に含めておく． 




文手紙文書 Dx.2148と Dx.6069［『俄蔵敦煌』8, pp. 144-145］である．この文
書には 3通の手紙が含まれており，以下ではⓐ～ⓒに分類する(22)．また，史
料中の「天寿」とはコータン王国独自の年号であり，既に張広達・栄新江［1982




 1 弱婢員嬢・祐定 
 2   右，員嬢・祐定，関山阻遠，磧路程遥，不獲祗候 
 3   宮闈，無任感 
 4   恩之至．弱婢員嬢・祐［定］，自従 
 5   佛現皇帝去後，旦慕，
（暮）
伏佐公主・太子，不曾 離． 
 6   切望 
 7   公主等於 
 8   皇帝面前申説，莫交 
 （教）
弱婢員嬢・祐定等身上捉 
 9   其罪過．謹具状 
10   起居，咨 
11   聞．謹録状上． 
12   牒，件状如前．謹牒． 
13          天壽二年九月 日弱婢員嬢・祐定等牒 
                                                                                                                                              
(22) 同じく天寿二年九月の日付を持つ Dx.1400「天寿二年九月右馬歩都押衙張保勲牒」
［『俄蔵敦煌』8, p. 146］とともにこれらの史料を最初に紹介したのは，李正宇 1996, 
pp. 39-42であり，ⓐ～ⓒの分類も彼の説に拠る．その後「天寿」年号をコータン
の王統と年号をめぐる議論の中で，張広達・栄新江 1999［2008, pp. 291-296］；

















    天寿 2年 9月 侍女の員嬢と祐定らが申し上げます．  
 
ⓑDx.2148（14～18 行目）＋Dx.6069（1～10 行目） 
14    弱婢祐定咨申 
15    天女公主．祐定久伏事 
16    公主，恩蔭多受，甚時報答．今要胡錦裙腰一个，般次来時 
17    切望(23)咨申 
18   皇帝發遣者． 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
 1 更有小事，合具被詞．到望 
 2 宰相希聴允．縁 宕泉造窟一所，未得周畢．切望 
 3 公主・宰相，發遣絹拾疋．伍疋与磑戸作羅底買来， 
 4 沿窟纏裹工匠．其畫彩色，鋼鐵及三界寺綉 
 5 像線色，剰寄東来，以作周旋也．娘子年高氣冷
 6 愛發，或使来之時，寄好熱細薬三二升．又紺城細緤□ 
（将）
 
                                                                                                                                              
(23)「望」の下には本来「恩賜者」と書いてあったが抹消線を引いて削除されている． 
赤 木 崇 敏 212 
 7 三五十疋東来，亦乃沿窟使用．又赤銅發遣二三十 
 8 斤．又咨


























                                                                                                                                              
(24) 吉田豊はこの娘子を発信者の祐定自身と見なす［Yoshida 2009, p. 236, n. 17］． 
(25) 紺城はコータン国の首都ヨートカンの東方にあった坎城（khot. Phema）を指す［栄





13 尊體何似．惟以時倍加   保重，遠情所望．今於押衙安山胡手内
附漆緤子壱个到 
14 日，以充丹信収領也．謹奉状  起居．不宣謹状． 
15               九月 日新婦小娘子陰氏   状上． 
16 公主 閣下     又阿嬢寄  永先小娘信青銅鏡子一面，到日 

















                                                                                                                                              
(26) 安山胡は 964～974年間に節度使曹元忠からコータン王 Viśa’ Śūraに宛てた漢文手























去後」とは李聖天の死去を指すため，ⓐ  8行目の皇帝とは彼の息子である Viśa’ 
Śūraで天寿は彼の年号と決定した．また，受取人の公主とは李聖天の娘とし
ている．  










（ⓐ  5行目）に付き従う従者としている． 
 以上とは別に，梅林［2010, pp. 35-38］は仏現皇帝を Viśa’ Śūraの次代のコ
ータン王，天寿を 975～977年とし，公主を仏現皇帝の娘で節度使曹延禄（在
位 976～1002年）に嫁いだ女性とする． 
 しかしながら，吉田豊［2006, pp. 76-78］が予測し，筆者［赤木 2013］も
新史料をもとに検討したように，李聖天は 962年に死亡し，その後に天寿（963













                                                                                                                                              
(27) この天寿年号を持つ Viśa’ Śūra の異母兄の存在や，筆者が使用した史料，P.2826
及び羽 686に対する解釈については，その後栄新江・朱麗双［2013, p. 170, n. 1, p. 
410, n. 2；2014, p. 192］による反論が行われた．ただ，史料の釈読については両氏
に賛同できないところもあり，現時点で筆者の考えを改めはしない．この点につ
いてはまた稿を改めて論じたい． 






赤 木 崇 敏 216 
年に夫・李聖天が死去してから敦煌に里帰りした．この根拠となっているの
は，以下の P.4518(2)v「天寿二年寶勝奏状」［『法蔵敦煌』31, p. 272；張広達・
栄新江 1982＝2008, p. 34］という史料である． 
 
 1 ［      ］寶勝，今遠將情懇， 
 2 ［      ］ 
 3 天皇后聖顔□□不 
 4 恠愆尤．細賜照察．謹奉状奏 
 5 聞．謹奏． 











































1994, p. 113；張広達・栄新江 1999＝2008, pp. 297-298］． 
 
                                                                                                                                              
(29) Viśa’ Śūraの幼名については，これまで張広達・栄新江 1987［2008, pp. 38-47］に
よって，漢籍や石窟銘文などに見える従徳太子（Tcūm-ttehi:）に比定されてきた．
Yoshida 2009 と同時期に梅林 2009 も，莫高窟第 244 窟甬道の題記をもとに Viśa’ 
Śūra と従徳太子は別人物（従徳は Viśa’ Śūra の子）という新説を発表しており，
この Viśa’ Śūra＝従徳太子説をめぐる議論はまだ続いている．  
赤 木 崇 敏 218 
1～6月  コータン羅尚書一行が敦煌に逗留（敦研 001+敦研 0369+P.2629） 
5月   僧・宝勝が天皇后に書状を送る（P.4518(2)v） 
6月   押衙呉成子がコータンに出使（P.2629） 
7月 1日 コータンの使節が敦煌に到着（P.2629） 
7月 18日 コータンの使節が敦煌に到着（P.2629） 




































BD = 中国国家図書館蔵敦煌遺書 
Dx. = ロシア科学アカデミー東方文献研究所所蔵敦煌文献 
P. = フランス国立図書館所蔵ペリオ将来敦煌漢文文献 
P.tib. = フランス国立図書館所蔵ペリオ将来敦煌チベット語文献 
S. = 大英図書館所蔵スタイン将来敦煌文献 
敦研＝敦煌研究院所蔵敦煌文献 
 
『英蔵敦煌』＝『英蔵敦煌文献（漢文仏経以外部分）』全 14巻, 四川人民出版社, 1990- 
1995. 
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蔵敦煌文献』全 17巻, 上海古籍出版社, 1992-2001. 
『甘粛蔵敦煌文献』＝『甘粛蔵敦煌文献』全 6巻, 甘粛人民出版社, 1999. 
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2005-2012. 
『真蹟釈録』＝ 唐耕耦・陸宏基(編)『敦煌社会経済文献真蹟釈録』全 5巻, 書目文献出
版社・古佚小説会, 1986-1990. 
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